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ひきこもり経験者の語 りに関する一考察
一エ リ クソ ンの 「アイデ ンテ ィテ ィ」概念 を手がか りに 一
桜 井 利 行
【要 旨】
近年、社会的活動や人間関係から身をひき、長期間にわたり自宅に閉 じこもる青年が増加 しており、「社会的ひ
きこもり」 として問題となっている。本稿では、社会的ひきこもりを経験 した5人の人たちへの聞き取 り調査を行
い、引きこもっていた人々が回復の過程でどのような葛藤を抱 くのか検討 した。検討に際しては、エリクソンによ
る 「アイデンティティ」の概念を手がかりとした。考察の結果、ひきこもりは、アイデンティティ形成をめぐる危
機として捉えられるのではないかと考えられた。ひきこもりとアイデンティティの形成は、とくに次の三つのテー
マにおいて関係 していた。(1)青年期心性:ひ きこもり経験者は、たとえば大学での科目を自分で決定するといっ
た、選択や判断をめぐる困難を抱えていた。(2)ライフサイクルにおける世代連鎖性:ひ きこもり経験者は、他人
から育てられるとか他人を育てるといったような縦の関係ではなく、相互に刺激しあえるような横の関係を、人と
の繋がり方において志向していた。(3)周囲からの意味づけ:ひ きこもり経験者は、他人から否定的に意味づけら
れる体験によって自己像が傷つけられており、そうした状態から肯定的な自己像 を回復させよ'うと努力していた。
以上の三点が、ひきこもりからの回復の過程で現れてくる、アイデンティティ形成に関連 した特徴 として指摘 され
た。
1問 題 と目的
近年、社会的活動や人間関係から身をひき、数年か ら、長いものでは十数年にわた り自宅に閉じこもる
青年が増加 してお り、「社会的ひきこもり」 として問題 となっている。ひ きこもりについては、問題の性
質上、`その実態や背景が十分 には把握 されていなかったが、最近 になってようや く問題が広 く認識 される
ようにな り、回復 のための取 り組みや、研究報告が行われるようになって きた。筆者は、こうした社会的
ひきこもりを経験 した人たちか ら、直接話 を聞かせて もらえる機会 を得た。本稿は、そ うして行われた聞
き取 り調査 をもとにして、引 きこもっていた人々が回復 の過程で どの ような葛藤 を抱 くのか を検討 しよう
とするものである。検討 に際 しては、アメリカの精神分析家、EdkH.Erikson(1902-1994)による 「ア
イデ ンテ ィテ ィ(identity)」の概念 を手 がか りとした。エ リクソンは、人間の一生 を8つ の発達段階
(developmentalstages)に区切 り、それぞれの段階にはそれぞれに乗 り越 えられてゆく課題があるとしてい
る。その中で、青年期 に生 じやすい葛藤を理解するため用い られたのが アイデ ンテ ィテ ィという概念であ
る。エ リクソンはこの概念を中心 としなが ら、職業選択の遅延や、存在感の曖昧 さといったテーマを扱 っ
てお り、引 きこもる人々の心理 を理解するのに も適当な概念ではないか と考え られる(小 此木,2000;近
藤,2001)。もちろん、それぞれのひきこもりのケースには個別性があ り、これまでの研究では、ひきこも
りに多様 な背景があることが示 されて きている(桜 井,2002)。しか し、 アイデンティティといった ような
一つの観点を定めてひきこもりを一般的に理解 してい く姿勢 も大切であろう。本稿 では、ひ きこもりを経
験 した人々の語 りの中に共通 してみられるテーマ として、アイデンティティの概念を取 り上げてみること
を試みた。
.なお、社会的ひきこもりとは、一般的には 「二十代後半までに問題化 し、6ヶ 月以上、 自宅にひきこも
って社会参加を しない状態が続いてお り、ほかの精神障害がその第一の原 因と しては考 えに くい もの」
(斎藤,1998)とされる。 ここにある 「ほかの精神障害」 とは、統合失調症、うつ病、強迫性障害、パニ ッ
ク障害などを指す とするのが一般的である。聞 き取 り調査は、この定義にかつて該当 していたひきこもり
の経験者に5名 に行 っている。なお、調査対象者のひ きこもりの期 間は、最小で6ヶ 月、最大で16年、平
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均 して約6年 であった。(表1)
表1面 接調査の対象者
性別 年齢 ひきこもりの期間
Aさん 男 33才 16年(14才～30才)
Bさん 男 25才 半年(22才～23才)
Cさん 男 31才 1年半(26才～27才)
Dさん 男 25才 11年(12才～23才)
Eさん 男 25才 2年(19才 ～21才)
聞き取 り調査では、ライフヒス トリー法(Langness&Frank,1981)を参考に しなが ら非構造化面接法 を
実施 した。具体的手順 としては、「ひきこもっていた期間を含め、あなたのこれ までの人生について、時
間の流れに沿 って話 して くだ さい。あなたがどのような人間で、これまでどのような人生を送ってきたの
かを教 えて ください」 という依頼を した。聞 き取 りに際 しては、被面接者ができるだけ自発的 ・主体的 に
話題 を選びなが ら話せ るよう心がけてインタビューを行 っている。本稿では、これらのインタビューの中
か ら特に、引 きこもっていた人々が 回復の過程で どのような葛藤 を抱 くのかが理解で きる箇所 を中心に紹
介 している。
2エ リクソンに よる アイデ ンティテ ィ理論
(1)ア イデ ンテ ィテ ィの定義
青年期 は自己意識 を再統合する発達段階であ り、エ リクソン理論 においては自我同一性(ego-identity)
の形成が問題 とされる。エ リクソンは、アイデンティティという用語 をさまざまな文脈の中で用いてお り、
たとえば、「個人の独 自性に関する意識」、「体験の連続性 を求める意識的努力」、 また、「集団的理想像 と
の連帯」など、幅広 い視点から理解 されねばならないものである。 しか し、自我同一性 という言葉を使 う
ことによってエ リクソンが第一 に意図 したことは、「自我」の働 きを中心 として人間理解 を深めてい こう
とする姿勢であった。 この、「自我」 とい う言葉は、た とえば 「自我 の芽生 え」 といった ように日常的に
も使 われるものである。 自己主張を始めるとか、自分の意思を持つようになったというぐらいの意味であ
ろう。エ リクソンが アイデ ンテ ィテ ィという概念 を用いることによって特に関心を払 っているのは、青年
期 における自我の働 きである。エリクソンは自我同一性の感覚 を定義するに際 して、児童期 と青年期の違
い に言及 しなが ら、次のように述べている。最初に、エ リクソンが 自我同一性の感覚をどのように定義 し
ているのかを確認 してお こう。
「自我 同一 性 とい う形 で、 ま さに行 われ ようと して いる この統 合 は、児童期 の種 々の 同一化
(identifications)の総和以上の ものである。むしろそれは、 うま くいった同一化が各個 人の基本的な欲
動 と、自分 の素質や機会 との結合に成功する際に、次 々に継起す る各発達段階の諸要素すべてから獲得
される内的な首府である。精神分析では、この ような成功 した結合を 『自我総合』 に帰する。今 まで私
は、児童に生まれた自我の諸価値が、自我同一性の感覚 と私が呼ぶ ものの中で頂点 に達することを明ら
かにしようと努めて きたが、この時に体験 される自我同一性の感覚とは、内的な不変性 と連続性 を維持
する各個人の能力(心 理学的な意味での個人の自我〉が他者に対する自己の意味 の不変性 と連続性 とに
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合致する経験から生 まれた 自信 のことである」(Edkson,1959,邦訳ll2頁)
人は さまざまな素質をもって生 まれ、家族 の中で育てられ、地域の人々と交 わり、多 くの経験を重ねな
が ら一個の人間 として成長 してい く。そうした過程における多 くの経験が青年期に統合され、一つのまと
まりある自分 という感覚が生 まれて くる。エ リクソンは、このような感覚 を自我同一性の感覚 とした。 し
か し、その感覚は、「他者 に対す る自己の意味 の不変性 と連続性 に合致する」 と述べ られているように、
個別的な存在 としての自己と、社会的な存在 としての自己の統合 という視点を含んでいる。 たとえば、 こ
れまでの自分 自身を振 り返 って将来 を考 えるとき、 自分 らしさをいかしなが ら社会の中で生 きてい くには
どうすればよいのか といった悩みが青年期に生 じることがあるが、こうしたアイデンティティの統合の困
難 さを現 している。次の発言は、あるひきこもり経験者が、他の引 きこもる人たちと接 した感想 を述べた
ものであるが、自我の統合 をめぐる、このような難 しさが表現 されている。
「だから、非常 に偏 った才能がある。既存の社会の中ではなかなか居場所を見つけに くいんだけ ど、 よ
一 く見 てみると、非常 に、社会的に有効化す ることはで きないのだけれ ども、その人はその人独 自の才能
があるなって人が多いのは感 じますね」<も し、引 きこもっている人たちに、 こんな才能 もあるよって教
えてあげられると したら、何 を言えそ うですか?〉 「それは、千差万別 とい うのか、臭いに非常 に敏感だ
ったり、音に非常 に敏感 だった り、人の発言 に敏感だった り。だから、それが、どうい うふ うにすれば社
会的に有効な場所 を見いだせるかっていうのが、 まだちょっと分からないんです。課題ですね」(Aさ ん)
(〈〉内は調査者の発言。以下同じ)
この発言は、他人のひきこもりについて述べ られたものだが、被面接者が自分自身に感 じていることを
述べた もの とも理解で きる。葛藤の内容をす こし一般化すれば、"自分 には能力があるが、社会の中で活
かせない"と いうものである。 この語 りの特徴 として指摘で きるのは、社会の中で生 きていきたい とい う
欲求が表現 されている点 と、偏 っていても何か 自分に も才能があるという自信が表現 されている点である。
もし、社会へ の適応 を全 く諦めて しまうか、あるいは、 自分 には何の才能 もない と割 り切 って しまえば、
この ような葛藤 は小 さ くなるのか もしれない。 しか し、社会に適応することと、個人の才能 を発揮 させる
ことのバランスを保 とうとする結果 として、葛藤が生 まれている。先に述べ たように、エ リクソンのアイ
デンティティ概念には、個別的な存在としての自己 と、.社会的な存在 としての自己の統合という視点が含
まれていたが、このひきこもり経験者の語 りの中に現れていた葛藤 も、外側か らの要請 に応えようとする
欲求 と、内側からの要請 に応 えようとする欲求の問に生 じていた とい うことがで きる。ひ きこもりに伴 う
葛藤の一つは、このような、社会の中に自らを位置づけ られない とい う意味での、アイデンティテ ィの問
題 に根 ざしているといえるだろう。
(2)同 一性 拡散症候 群
「自分がない」 とい う表現があるが、ひ きこもり経験者の中にも、この ような感覚を自覚 している人々
がいる。次 に、このような自己喪失感 について、アイデ ンテ ィテ ィの観点から考 えてみ よう。あるひきこ
もり経験者は、他 のひ きこもりの経験者 と出会ったことで、「自分 自身の基準 のなさ」 に気づかされ左 と
して、次の ように語っている。 このようなひきこもり経験者は、「自分のなさ」 というものを、 どの よう
に感 じているのだろうか。
「僕は、他 のひ きこもりの人 と違 うのは、ひきこもりの人って、やっぱ、独特の感性 を持っているじゃ
ないですか。自分 と合わないとか。自分の世界観 とか、ちゃんと持 っている人が多い じゃないですか。僕
の場合は、世俗の、要す るに大多数の考えが まだ抜 けきってないんです よ。その点は、いろいろ自助グル
ープ行って、分か りました6ち ゃん と大学卒業 して、 まっとうに働 くのが普通の人生 だっていうことが抜
けきれないんですよ。方向転換がなかなかできない」〈なんて言 うんですか、自分にとっての価値観 とか、
自分の美意識 とか〉 「ないんです。自分の基準がないんです」(Bさ ん)
多様な価値観 をもった人々との出会いを通 して、「自分のなさ」を感 じ始めるようになったようである。
この語りに表現 されていた 「自分 のな さ」についての葛藤 をすこし短 くしていえば、"世間一般の価値観
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から抜け出せず、 自分の基準がない"と いうものである。特徴 として指摘で きるのは、一般的な価値観に
従 って生 きることに疑問を感 じ、自分 には独 自なものが不足 しているのではないか とい う問題意識が表現
されていることである。 このような葛藤 は、先のAさ んの語 りにおいて表現 されていた、"自分には能力
があるが、社会の中で活かせ ない"と いう葛藤 とはやや異 なっているだろう。つま り、Aさ んの場合 は、
独 自の能力があるが社会の中でいかせないと述べ、Bさ んの場合は、 自分に独 自なものが不足 してお り将
来の生 き方が見つけられない と述べていた。この ように、 自分が独 自の存在であるとい う感覚は、過剰 と
なれば社会からの孤立感 に苦 しめられ、逆 に、独 自性の感覚が希薄 となれば、生 きる方向性が定まらない
という苦 しみを抱 くのであろう。
エリクソン(1968)は、このように、 自分 とは何 かといった意識が過剰になった り、 自分の将来を決定
で きな くなって生活全般が無気力 となったりする状態を、「同一性拡散症候群(identitydefusionsyndrome)」
と呼んでいる。 ここでは、エ リクソンによるアイデンテ ィテ ィ概念 を、 もう少 し詳 しく知るために、同一
性拡散に関す るい くつかの重要な側面を、発達的な観点から掘 り下げてみよう。
エリクソンの発達理論では、人間の一生が8つ の段階に分 けて考 えられている。その中で、青年期の直
前の段階で課題 となるのは、学童期 の 「課題 同一視」である。課題同一視とは、勉強であれスポーッであ
れ、課題 を達成す る喜びを通 して他人の考えや態度 を模倣 し、同 じように考えた り振る舞 った りするよう
になる働 きを意味 している。得意な活動 に専念 し、大入や仲間集団から評価 された り受け入れられ、そう
した過程 を通 して、身近にいる人々の価値観が取 り入れられてゆ く。こうした過程 を経過すると、自分 な
りに努力 していけば課題をうまく成 し遂げ られる とい う体験が積み重 なり、「有能感」が育つ とエ リクソ
ンは考えている。次の語 りは、スポーッを通 して周囲の人々か ら評価 された経験 を、あるひ きこもり経験
者が振 り返った ものであるが、そ うした課題 同一視 を通 して有能感の形成された過程 と理解す ることがで
きるだろう。
「体育 は、好 きやったから」<小 学生 ぐらいで体育が得意 っていったら、それだけで、認められるんで
す よね〉 「そうそうそう、小学、中学 も、そ うじゃないかな、けっこうあったよ、俺は体育がで きるから
生 きて られているんだなってのは。それで、ポジシ ョンが決まるってのがあるから。そやな、中2ぐ らい
までは、とりたてて明るい性格や とも自分では思わんのやけ ど、明 るいなって言われることは多かったか
な。そのころは、人間関係で悩むってことはなかったなあ」(Cさん)
"自分 には得意 なことがあったので、仲間集団の中でのポジシ ョンを得 られた"と い う語 りである。有
能感 というものが、他人から孤立 した状態で獲得 されているのではなく、集団の中に位置づけられること
で獲得 されている点が特徴 といえる。エリクソン(1968)は、「自分 には能力があるのだ とい うあのすべ
ての子 どもが もっている感情 …(中 略)… これこそ、生産的な成人生活への協調的な参加 にとっ
て、恒久的な基礎 となるものなのである」(邦訳163頁)と述べてお り、児童期 に形成 される有能感 を、そ
の後の人生での社会参加のための基礎 として位置づ けている。 自分 には能力があるとい う確信が支:えとな
って、自分は社会の中でやっていけるという感覚が生 じて くるとい うことであろう。エ リクソンの 「有能
感」 という概念には、児童期 と青年期 を、発達的に連続 した過程 として捉 える視点が含まれていることが
分かる。
ところで、Cさ んの語 りには、もう一つの特徴がある。それは、周囲か ら 「明るい性格」 と言われた り、
人間関係で悩 むことの少なかったCさ んであるが、悩みのない状態がある時期を境に して変化 したという
印象 を持 っている点である。Cさ んは、中学二年頃にそのような変化を感 じているが、児童期か ら青年期
への移行 の時期 にあたる。アイデ ンテ ィテ ィ形成の観点から言うと、児童期 と青年期 の発達課題は、「同
一化(identifications)」と 「同一性(identity)」の働 きとして区別 され る。 「同一化」の働 きとは、周囲の
大人や仲間がするの と同 じように考 えた り振 る舞った りしなが ら、社会の規範 を取 り入れてゆ く過程 とい
える。そして、「同一性」 とは、この ような取 り入れた もの を総和以上のものへ と統合する過程 といえる。
た とえば、スポーツがで きるとか、勉強がで きる とかいうことの価値 を、自分 なりに考 え直 してみる過程
と言え ようーσ他人か ら取 り入れた価値に疑問を抱 くようになるとい う意味では、典型的には両親 との葛藤
というもの もあるだろう。次の語 りは、先 とは異なるひきこもり経験者が、両親に対 して抱いていた気持
ちを振 り返るものである。
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「申 し訳 ないというか、 まあ、やっぱり期待に応えられなかったって ことじゃないですかね。なんで も
満点近 く取 らない といけないってのが、常 にあ りましたか ら」 〈今で もそういう意識はあ りますか?〉
「自覚 してはよ くわからないですけ ど、 まあ、開 き直 ってますか らね。親の期待通 りにはできないから、
した くないか らってい うのはあるので。十代の半ばで挫折 して、十代の後半で もう期待通 りにはいかない
人間だ と自分で思 つたというのがあ りますね」(Dさ ん)
ここでは、親の期待に対す る裏切 りの感覚について主に語 られている。この語 りに特徴的 に示 されてい
るのは、親の価値観に従 って生 きることに限界 を感 じている点 と、親の期待 とは異なる生 き方をしようと
す るとき強い罪悪感が伴 う点であった。Dさ んの場合は、アイデ ンテ ィテ ィ形成に関する葛藤を、主に親
との問に感 じていたと言 うことがで きる。一方で、身近 な大人たちから学んだ価値観 を相対化 し、将来の
生 き方 を自分な りに模索 しようとする とき、親 に対す る罪悪感 をそれほど伴わず に葛藤する場合 もある。
次のひきこもり経験者は、自分の生 き方を決定するのに主体性 を求め られること自体 に、困難 を感 じた経
験について語 っている。大学に入学 した後、自分一人の判断に基づいて授業科目を選ぶ とい う場面で感 じ
た当惑を振 り返った ものである。
「しんどかったですよ。ちょっと選択 とかはね。そ うい うのを考えると怖 くてね。科目とかの、そ うい
うのが、だめなんです」〈選択科 目って どういうのがあるの?〉 「たい した ことじゃないですよ。どの先
生のやっている授業を受ける とか、その程度の もんなんだけど。 自分が何 をとって良いのかが、不安にな
るわけですよ。ま一、友達 とかがいてね、一緒にこうい うのやろうとか言ったらね、だいぶマ シになるん
ですけ ど。結局、大学で何かできない とい うよりも、その選択す るとかいうのが、 しんどいんちゃうかな
っていうのは、薄々思ってたんです よね」(Eさ ん)
大学での、選択科目の迷いについて、"他人が誘って くれれば決めやすいが、自分一人で決め られない"
ということが語られていた。学業その ものについていけない不安 よりも、選択や判断すること自体に対す
る不安が大 きい点 に特徴があった。青年期から成人期へ と移行 するに したがって、どのような学校 に進ん
で何 を学ぶかといった選択 に始 まり、 どの ような職業に就 き、誰 と結婚するのか といった選択 など、多 く
の選択の機会があろうが、そ うした、 自ら選 び決め るという場面 に向き合わされる自体が、アイデンティ
テ ィ形成上の大 きな困難 となっているようであった。
3ア イデ ンティテ ィとライフサイクル
(1)危機 の肯定 的意味づ け,
Marcla,J.E.(1964)は、エ リクソンの自我同一性に関する理論 的概念を実証的に検討す る方法 として、
自我同一性地位(egoidentitystatus)とい う概念を提出 している。 同一性地位 とい う概念 は、個人が危機
の経験 に基づいて 自らの価値観 を模索 した時期 があ ったかどうか、また、そのようにして獲得 された価値
観 にしたがった取 り組みをしているかどうか、その二つの観点か ら個人の自我同一性の状態 を理解 しよう
とする ものである。危機(crisis)と、積極的関与(commitment)と呼 ばれる二つの基準 を設定 した点は、
マーシャの研究の特徴であった。エ リクソンがこの二点についてどのように言及 しているのか を見てお こ
う。エリクソンは、青年が多 くの可能性 を持っていることを 「多様性」 と呼び、そ うした多 くの可能性の
中から一つの価値観 を選択することを 「忠誠」 と呼 んでいる。
「なぜ なら、青年は、想像できうる限 りすべての関係のなかから、 しか もその選択の範囲が徐 々に縮
小 して くる関係 の中から、人格的 ・職業的 ・性的 ・イデオロギー的なコミッ トメン トを選び とらねばな
らぬか らである。 ここにおいても、多様性 と忠誠 とはふたたび分極化 して くる。両者は、お互いに、意
義ある もの、生気あるものにしあっているのだ。多様性感を伴わない忠誠は、強迫観念 と退屈の原因 と
なってしまうだろう。忠誠感 を伴わない多様 性は、空虚な相対主義の原因になって しまうであろ う」
(Edkson,1968,邦訳346頁)
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マーシャの もう一つの特徴 は、自我 同一性地位 の測定法 として、同一性地位 面接法(identytystatus
interview)と呼ばれる半構造化面接法 を考案 した点 にある。 これは、「あなたの・しようとしている仕事 に
ついて、家族はどう感 じているか」 とか、「自分の信仰について、疑問を感 じるようになった時があるか」
など約20個の質問項目を通 して、「職業」 と 「イデオロギー(宗 教 ・政治)」の領域 における危機 と積極的
関与の有無 を確 かめる方法である。面接の結果は、同一性達成、モラ トリアム、早期達成、同一性拡散 と
いう四つの地位 に分類 される。マーシャは、これらの類型を判定するマニュアルを作成 しているので、そ
れぞれの類型の特徴 を簡単 にまとめておこう。同一性達成型 と早期達成型は、特定の職業やイデオロギー
に傾倒 している。両者の違いは、過去の自分の持 っていた考え方 に疑問を抱 いた時期があったか否かの点
である。それに対 して、モ ラトリアム型 と同一性拡散型では、ある一定の方向で決定的に行動す ることが
ない。両者の違いは、傾倒す る方向性 を決定するための試行錯誤 を行 っているか否 かにある。
マーシャの研究の特徴は、個人がある時点で、 どの ような生 き方をしているかのみを問題 とす るのでは
なく、 どのようにしてその ような生 き方 をす るに至ったかに注 目した点にあった。た とえば、同 じ価値観
を信 じ、その価値観 に従 って同 じように生 きていて も、ある人の場合はその状態が簡単 に獲得され、ある
人の場合は大 きな苦労 を経て獲得 されているか もしれない。 この とき、両者が同 じような同一性 を達成 し
ていると言 えない、ということである。マーシャは、危機の体験 にアイデンティティ形成上の積極的な意
味 を見いだ していたと言える。つまり、それまで 目標 として きた ことが達成できない と思い知 らされると
か、それまでのや り方では通用 しない現実に出会 うといった体験の中で、人は生 きる意味を考えた り、そ
れまでの信 じてきたことが正 しかったかと反省 した りする。マーシャはそうした経験を、人間の変容する
過程 と見な したわけである。あるひきこもり経験者が次のように語 っているのは、そうした変容 について
の自覚 と思われる。
「時期、時期で、 自分の人生に対す るとりくみ方が変わって しまって、評価軸が違うんですよね。だか
ら、昔の自分 から見た ら、今の自分なんて冗談 じゃないですから。中学校時代の僕からしたら、今 の僕 っ
ていうのは全 く無価値 なんで。たとえば、中学校時代 に学習塾で一番をとった りするってのは、当時の自
分からした らす ごいいいことなんです けども、今の自分 から見た ら、あんま りたい した ことじゃないって
い う。そういうことに価値を置 くってい う、ちょっと勘違い した ような状況 にあったんだなって、マイナ
ス ・イメージになるんで。学習塾なんか行かず に普通に学校で勉強やって、スポーツやって、友達 と楽 し
くやっていればよかったのにって、そ うい う気持 ちがあるんで」(Aさん)
ここでは、「評価軸」 とい う言葉を用いて、引 きこもる以前 に抱 いていた 自分の価値観を否定す る気持
ちと、引 きこもった後 に抱 くようになった価値観 を肯定す る気持ちが述べ られている。 このような、"ひ
きこもる以前 はこう考 えていたが、ひきこもった経験を通 して違 う考えになった"と い う語 りか らは、ひ
きこもりが変容の過程 として機能 しているのではないかという視点を得ることがで きるだろ う。変容の過
程 という視点か らひきこもりを見直 してみる と、ひ きこもりは一種の危機 の体験 として位置づけ られる。
引 きこもる以前に自分の中に取 り入れて きた価値観 に疑いを向ける経験や、その結果 として、自分が どの
ように考 えているのか分からな くなるといった心の揺 らぎの経験が、同時に、新たな自分 として どう生 き
ていってよいのかを自分 自身で選 び出す経験でもあったという、ある種の変容感 を生み出 していたと考 え
られる。
(2)ア イデ ンテ ィティ とラ イフサイ クル
エ リクソンは、 ライフサイクル論の提唱者でもある。 ライフサイクルの観点か ら見れば、アイデンティ
テ ィ形成の時期は、一人の人間の、誕生か ら死に至る一貫 した流れのなかに位置づけられる。つま り、 ア
イデンティティの形成 は人生の目的その もの とい うよりも、人生 の流れにおける一つの通過点 として も見
れるわけである。そ うした理解の下では、アイデ ンテ ィティ形成 は、その前の段階に設定 される課題の獲
得に支えられなが ら行 われる。十分に獲得 され なかった課題があれば、時間的展望の混乱、自意識過剰、
役割固着、労働不能 といった形でアイデンテ ィテ ィの混乱を引 き起 こす とされる。同じように、アイデン
テ ィテ ィの獲得は、青年期以降の発達 を支えるということでもある。アイデンティティの獲得が不十分で
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あれば、両性的混乱、権威混乱、価値混乱 という形 をとって、青年期以降の発達課題の達成に混乱 を引き
起 こす とされる。
ところで、ライフサイクル論 は、このような個人の発達過程を理解するためにだけに提唱 されたもので
はない。個人主義的な理解 とは逆 に、前の世代 によって生み出 され ものが、今度は次の世代 を生み育てて
ゆくという、世代の連鎖のなかで発達 を捉 えようとする考え方で もある。その考え方 にしたがえば、親子
関係 だけに限らず、師弟関係、世代関係 の中で役割 を変 えなが ら送 られる一生が、世代連鎖の一環 として
理解 される。親や教師といった前の世代 にどう育てられ、後の世代 をどう育てる存在 となってゆ くのか と
いう所に、個人の発達の特徴が現れて くるといえるだろう。そのような意味で、アイデンテ ィテ ィが どの
ように統合 されているかを考えるにあたっても、他人からどのように育てられ、他人をどの ように育てよ
うとしているか という点に、目が向けられてよい と考 えられる。ここでは特 に、エリクソ ンの 「生殖性
(generativity)」の概念について見ておこう。エリクソンは、生殖性 に関連 して次の ように述べている。
「発達の過程 を通 して、人間は、学習する動物であるとともに、教授する動物 にもなって きた。なぜ
なら、依存 と成熟 とい うのは互恵的なものだからである。つま り、成熟 した人間は、 自分が必要 とされ
ていることを欲するものであり、また成熟 というものは、世話 をしてあげねばならぬものの天性によっ
て導かれるものだか らだ。 したが って、創出性 というのは、基本的には次 の世代 を作 り上 げ、指導する
ための関心事 なのである」(Ehkson,1968,邦訳181頁)
エ リクソンはここで、子 どもは大人からの助けを必要 としていること、大人は子 どもか ら必要 とされる
ことを必要としていると指摘 している。一人の人間は、学び育て られる時期があ り、受け継いだものを自
分 なりに吟味する過渡期の時期があり、青年期を一つの転換点として、次の世代 を育てる時期へ と移行 し
てゆくと言 える。次の語 りは、ひ きこもりからの回復途上にある被調査者が、 まだ引 きこもる最中にいる
人たちに対 して抱 く関心を述べた ものである。他人から育て られるとか、他人 を育てるとかい う形 とは異
なる形で、他人への関心 を語 っている。
〈まだ引 きこもっている入に対 して、なにか助言で きることはあ りますか?〉 「助言 って言 うと、上下
関係 になっちゃう、それはおか しいってい うことなんですよね。あ くまで、横の関係で繋がれるか どうか
が大事であって、横のつなが りの中で新 しい出会いがあった らいいなってだけですね。だから、僕 は以前
は引 きこもりで、今は、昔 の自分のようだった当事者に対 して何か言 うとかそ ういうことじゃないですね。
僕 自身が横の関係 で繋がっていったんで、横の関係ができていけるように、お互いに頑張 りたいですね」
(Aさん)
Aさ んは、自分がひきこもりか ら抜 け出す過程で、横の関係で繋がっていったことが役立 ったと感 じて
いた。そのため、まだ引きこもってい る人 々に対 しても同 じような形で関係 してい きたいと考 えていた。
自分の経験 をいかそうとする結果、"上下関係ではな く、横の関係 で繋が りたい"と いう気持ちを抱 くよ
うになったということがで きるだろう。アイデ ンテ ィテ ィ形成 との関係 で言えば、他人か ら育てられると
か他人 を育てるといったような縦の関係ではな く、相互に刺激 しあえるような横の関係 を、人との繋が り
方 において志向 しているのが特徴であった。
4放 棄されたアイデンティティ
自分が何者であるのかをめぐる葛藤 は、杜会の周辺 に追いやられた人間にとってはより深刻な問題であ
る。たとえば、男性中心社会の中での女性や、白人中心主義の中での黒人は、 自らの持 って生まれてきた
ものが社会の中で評価 を得 られに くい。社会の中での評価 を得 ようとすれば、自分 らしさとは異なるあ り
方 を自分 に求めなければな らないこともあるだろう。女性の性同一性や、民族同一性 は、アイデ ンティテ
ィ研究の中で も主要な領域 としてこれまで研 究されてきたテーマであるが、それは、これらの者が社会の
中で自分らしく生 きようとす るときに困難 にぶつか りやす く、同一性形成における問題の複雑 さを照 らし
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出すか らで もあろう。このことは、エリクソンの同一性概念が、青年期研究 とい う個体発達 のプロセスと、
歴史的 ・文化的な文脈の中で人が 自己規定 をしようとす るプロセスの二側面 を含んでお り、両者の交点 を
捉 えようとした概念であることとも関連 しているだろう。たとえば、エ リクソンはアイデンティティの拡
大 と民族 について論ずる中で、Warren,RP(1965)の著書 『黒人のため に語 るものは誰か』か ら、次の よ
うな引用 を行っている。
「わた しはアイデンティティとい う言葉 をつか まえた。それは問題解決にとり鍵 となる言葉だ。読者
もこの言葉は何回とな く耳にしていることであろう。多 くの争点が この言葉 に焦点を合わせてお り、 こ
の言葉のまわ りで凝縮 している。そ して、互いに変化 しあっている。黒人は、自分が属する世界 と国か
ら疎外 され、 しかも、この新世界の成功第一主義の価値観にとりかこまれている以上、 どうすれば自己
規定が可能なのであろうか」(Edkson,1968,邦訳418頁)
民族同一性の研究が扱 った一つのテーマは、民族的 ・人種的に差別 される人生経験を経て、その ような
自らの属性 をどの ように受け入れ、あるいは、拒否す るかの葛藤 と言えよう。 アイデ ンテ ィテ ィには、性
別など自分の意志では選ぶことので きない次元から、宗教 ・職業 ・結婚 のように自分の意志で選ぶ ことの
で きる次元 に関連 した ものまで幅がある。 もし、本来 もってお り、自分 から切 り離すことので きないもの
が否定 されたなら、その経験 は、その後の人生をどのような者 として生 きてい こうとす るかの方向に大 き
な影響 を与えるだろう。 ひきこもり経験者の語 りの中にも、 自分の存在 自体が否定 された と思われる体験
がある。次の言葉は、中学校時代のいじめられの経験についての語 りか らの ものである。
「中学は、女の子 に嫌 われた。全員に嫌 われた。一人のリーダー格に、女の人に嫌われたら伝わる じゃ
ないですか。あいつは きしょい(気 持ち悪い とい う意味)、あいつはきしょいって。中学校 に入ってか ら
活発 さがな くな りましたね。暗 くなっていきましたね」 〈どんなふ うに暗 くなりました?〉 「小学校の頃
とか、『は一い』 とか、手挙 げてたのが、何 もしな くなった」〈 目立つ ことはしな くなった?〉 「もう、
目立たないように、 目立たないように してました。中学 の時はもう、女性意識 して喋れない、完全 に喋れ
ない。席 も隅っこの方がいい」(Bさ ん)
"自分の存在は嫌われる
。そのような自分 を隠したい"と いう気持ちが表現 されている。 自分は 「きし
ょい」人間だという周囲の者からの意味づけは、意味づ けされた通 りの自己規定を導 くかもしれない。自
分の存在 は他人から受け入れらない とい う自己規定の中で、肯定的 なアイデンティティを形成で きず、認
知 された否定的側面 をない ものと しようと試みるか もしれない。同一性 をめ ぐる葛藤 は、ある標準 に自分
を合 わせ ようとした結果 として起 こる、 自己の喪失 とも言えるだろう。 さまざまな他者や社会 との関係 の
中で、本来の自分 らしさを失った感覚が生 じて くるのには、こうした過程を想定することがで きるのでは
ないだろうか。この ようなとき、人はどうすればよいのだろうか。エ リクソンは、民族同一性の問題を扱
う中で、「放棄されたアイデ ンテ ィテ ィの回復」 という見方を提示 している。
「いわゆる 『放棄 されたアイデ ンテ ィテ ィ』を再獲得 しようと して闘っているのである。わた しがこ
の用語 を好むのは、現代の多 くの著作 に見 られるように、それがアイデンテ ィテ ィの完全な不在 を仮定
しておらず、むしろ、回復すべ きものとしてそれを捉 えているからなのである。現代 の著作においては、
それは、何か探求すべ きもの、供与 もしくは授与すべ きもの、創造 もしくは捏造すべ きものと考 えられ
ているが、それだけでは不十分である」(Erikson,1968,邦訳421頁)
こうした 「放棄 されたアイデンテ ィテ ィ」の観点か らいえば、ひきこもり経験者の語 りにおいて、否定
的な自己像を抱 くに至 った過去の経験 と、放棄 されたアイデンティティの回復過程が、語 りにおける一つ
のテーマとな り得 るだろう。 こうしたテーマに関連 した語 りとして、あ るひきこもり経験者は、い じめら
れた体験 を次のように振 り返っている。
「なんで、そうい うこと自分が言 われなあかんかったのかとかね。で、すべ てが自分が悪いわけで もな
いってのも分かった し。まあ、自分が迷惑かけていることもある し。だけど、それが全部が自分のせい じ
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やないってのも分かった し。 まあ、自分が、人 に言われるのが どうしてやったのかっていうのも、落ち着
けば考えられたからね」〈そのあた りは、今はどんなふ うに思っているの?〉 「ま一、僕が人が怖かった
りしていろいろ不安になって言 った りしていることが、人に嫌な気分に させた りするって こともある。で
も、い じめ られた りするのは、やっぱり、 自分の問題以上に、それだけ じゃな くてね、やっぱり相手の言
っていることがひどかった」(Eさん)
人付 き合いが苦手で、他人を不快 にして しまう要素が 自分 にあると感 じていたEさ んは、そ うした自分
の落 ち度か ら、い じめられると以前 は考 えていたようだった。他人から排除 され、受け入れられなかった
経験 を通 して、この ような者 としての私は、他 者か ら受け入れられない という、否定的な自己像 を形成 し
ていた と言えよう。 そうした過去 を振 り返る中で語 られた ことは、そのようにかつて悪 く思った自分 を、
今はそうは思わな くなったという肯定的な自己像の回復だった。アイデンテ ィテ ィの達成には、このよう
に、 自我が違和 的に感 じていた否定的な自己像 を、親和的に受け入れてい く過程が含まれていると考 えら
れる。
5自 我の統 合とい う視点
先 に、 どの ような世界観 を形成 しているかということよりも、 どのようにして世界観 を形成 して きてい
るのかが重要であろうと述べ た。 しか し、ひきこもり経験者が、 どの ように世界観 を形成 しているのか と
漠然 と言ってみて も、 どこに着眼点があるのかが、まだ明確 となってなか ったようにも思 う。これまで見
てきたようなエリクソンの考え方を用いて言い換 えれば、自我 はどの ようにアイデンティティを統合 しよ
うとしているのか となるだろう。そして、その ような統合の行 われた瞬間がどこにあったのかという点が、
ひきこもり経験者の語 りにおいて最 も注 目されるべ き点ではないか と考えられる。
ところで、エ リクソンは、 この 「自我」 という用語 を、「自己」 とい う用語 とは区別 して使ってい る。
自我 とは主体 としての私 のことであ り、 自己とは客体 としての私のことである。客体 としての私 には、私
によって客体 とされるという意味 と、他者によって客体 とされるという二つの意味が含 まれている。私に
とってと他者 にとっての、それぞれの意味において客体化 され断片化 された自己を統合する無意識的な働
きの主体が、 自我 というわけである。そ して、エリクソンはそのような自我の働 きにおいてこそ、その人
らしさというものが見いだされるだろうと考 え、その働 きが安定 している感覚 を自我同一性 とよんだので
ある。エ リクソンはこうした意図を明確にするために、W・ ジェームズによる 「人格的アイデンテ ィテ ィ」
とい う概念 との違いか ら、「自我 アイデ ンテ ィテ ィ」の概念 を次の ように説明している。
「人格的アイデ ンテ ィテ ィをもっているという意識的な感覚 というものは、二つの同時存在的な観察
にもとついている。時間一空間における自分 の存在の斉一性 と連続性の 自覚、お よび、他人が 自分の同
一性 と連続性 を認めているという事実の自覚、である。 しか し、わた しが自我 アイデンティティと呼ぶ
ものは、存在のたんなる事実以上 のもの、いわば、この存在の自我資質の ようなものに関連 している。
したがって 自我アイデンテ ィテ ィとは、その主観的局面では次のような自覚である。つま り第一に、自
我の綜合方法 にそれ自体の斉一性 と持続性があるとい う自覚である。この自我の綜合方法は 自分の個性
的なス タイルで もある。第二に、 このスタイルが、 自分が直接接触する共同体の重要な他者に対す る自
己の意味の斉一性 と持続性 とに合致 しているという事実の自覚である」(Erikson,1968,邦訳56頁)
ここで、エ リクソンが第一の 自覚 として挙げている 「自我の綜合方法は自分の個性的なスタイル」 とい
う点は、先に述べ たとお りである。 しか し、第二の自覚 として挙 げている、「このス タイルが、自分が直
接接触する共同体の重要 な他者に対する自己の意味 の斉一性 と持続性 とに合致 している」 という点は、何
を指摘 しようとしたものなのだろうか。最後に、この点に触れておこう。先 に、アイデンティティが形成
される青年期に、人 は選択や決定に迫 られることを指摘 した。 こうした選択や決定は、 自分は どこに所属
し、誰か ら認められねばならないのかという問題が含 まれていた。そのようにして選ばれた共同体の、選
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ばれた意味ある他者にとって対象化 された自己が、自分にとって本来的であると感 じられる自己との問に
ズ レを生 じていない感覚を、エ リクソンはアイデンティテ ィの必要条件 として指摘 したのである。次の、
ひきこもり経験者の語 りは、自分 と社会 との問の葛藤 に折 り合い をつけようとするものであるが、その よ
うに共 同体への所属感を持つことの困難を表現 しているものとして も、理解できるだろう。
「自分 らしく、 自分のそ ういういい部分を生か してってことを考 えたときに、人 と関わるっていうのは
あんまり自分 らしくなかった りするなって思 うんです よね」 〈自分 らしくは関わってないって気がする
の?〉 「人の中に自分がいるってい うのが、あんまり自分 らしくない。そんな世の中、都合は良 くないの
かもしれないけど、人とはそんなに関わ りのないところで も、自分がやれるだけの ものを持 っているか
ら.… それはなんていうのかな、社会のあれか らすると、ちょっと、どうかなって思 うや り方か もしれ
んが、 自分 らしさを取 り戻す には一番いいと思っている し、そうすることで、まあ、社会ともやっていけ
る」(Eさん)
ここまでの議論 を通 して、エ リクソンのアイデ ンティティ概念 を、三つのテーマから見て きた。第一に
は、エ リクソンがアイデンティティの問題 を、青年期の発達的危機 として扱 った点に注 目した。個人内で
の発達的危機 というテーマか ら言えば、両親からの心理的な自立や、職業やイデオロギーの選択 の問題が、
ひきこもりとは関係 していた。ひきこもり経験者の語 りとしては、大学での科目を自分で決定するといっ
た、選択や判断 をめぐる困難が訴 えられていた。第二には、エ リクソ ンがアイデンティティの問題 を、ラ
イフサ イクルにおける世代連鎖性 との関連で扱 った点に注 目した。ひ きこもり経験者は語 りの中で、他入
か ら育てられるとか他人 を育てるといったような縦の関係ではな く、相互に刺激 しあえるような横の関係
を、人 との繋が り方において志向 していた。第三には、エ リクソンがアイデンティティの問題 を、社会や
文化の中で扱 った点に注 目した。 ひきこもりとの関係で言えば、ひきこもり経験者は、他人から否定的に
意味づけられる体験によって自己像が傷つけ られてお り、そうした状態から肯定的な自己像 を回復 させ よ
うと努力 していた。ひ きこもり経験者の語 りを検討することで明らかにされたのは、ひ きこもりからの回
復の過程で現れて くる、アイデンティティ形成 をめぐる葛藤 に、以上の三点が含 まれている とい うことだ
った。今後、こうしたアイデンティティ形成の危機 に陥ったひきこもりの人たちが、 どのようにしてその
問題 を克服 してい くのかを検討 し続けてい く必要があると考えられる。
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AStudyonTalk:byIIldividllals
WhoHaveExperiencedSocialWithdrawal
SAKURAIToshiyuki
Inrecentyears,alargenumberofyoungpeoplehavewithdrawnf止omsocialactivitieswithoutkeeping
companywithotherpersons。Theyhavebeencalled"Socialw註hdrawal"..Thepurposeofεhispaperisεoexamine
theconflictexperiencedinsocialwithdrawalthroughtheinterviewswithfivepersonsaboutexperienceins㏄ial
withdrawalusingtheconceptof"ldentity"inErikH.Erikson'stheory.Asaresult,social.withdrawalisregarded
asthedevelopmentalcrisisachievingtheidentity.Socialwithdrawalandachievingidentityarerelatedinthe
fbll6wingviewpojnts.(1)As」brtheadolescentmental並y,theyhavethedjf行cu】tyinchoosingeventhecourseor
su切ectatuniversity。(2)Asfbrthetransmissionthr6ughgenerations,oneofthemdon「tliketotaketheroleofparent
ratherthantheroleoffdend.Inotherwords,itisnotverticalconnectionbuthorizontalconnection.(3>Asf6rthe
effectofnegativede∬nitionbyothersonone'ssel卜image,theyintendedt60vercomesuchnegativeidentityand
createpositiveonebythemselves.
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